
タブレット端末 
Metamoji ソフト活用実践研究 

教科農業(森林・環境系） 

科目「グリーンライフ」 

【授業内容の概要】 
 アユの種苗放流の利点と欠点について考え、環境保全について考慮すること
が理解できる。 

【授業の展開】（時間：５０分） 
①アユの放流について利点と欠点を個人で考えまとめさせる。 
②自分の意見をグループで共有させ、グループでまとめた内容をロイロノート

で提出、全体に共有させる。 
③グループごとで異なる意見を聞き、放流に関わる問題点を理解させる。 

【主な教材】 
〇アユの種苗放流の利点と欠点について 

 
 
 

 

 

・意見交換する時間をできるだけ多く確保するために、スライドを用いて授業を
展開する。 

【学習活動の様子】 

 

 

 

 

 
・個人の意見をまとめた後、グループでの意見をまとめロイロノートに集約した
意見を記入させた。各グループで集約した意見はスライドに投影されるように
設定しており、クラス全体に共有できるようになっている。 

【工夫した点】 
・各グループで記入した意見の色を分けることで、利点や欠点を視覚的に分かり 
やすくした。 

・本時の学習を経て、思考の変化が振り返りできるよう、Forms で振り返りシー 
トを記入し意見を集約した。 

 

▶ アユの放流を通して地域環境の保全について考える 



タブレット端末 
Metamoji ソフト活用実践研究 

教科農業(森林・環境系） 

科目「測量」 

【授業内容の概要】 
GIS でできることを調べ、GIS の特徴を理解する。 

【授業の展開】（時間：５０分） 
① Metamoji の使い方について 
② GIS でできることを調べる。（HP を指定、４項目のうち１項目を調べる） 
 

【主な教材】 
〇使用する Metamoji のページ 

▶ GIS でできることと GIS の特徴を知る 



今回の授業では、初めて「Metamoji」を使用する授業である。生徒も初めて使
用するため、文字の入力方法、写真の挿入方法を実践学習で身に付けさせる。そ
のため、一つの項目について、インターネットを使用して調べてまとめる。 

【学習活動の様子】 
最終的には、４人１グループを作り、調べた１項目を他の３人に伝えるための

資料作りを行った。調べ学習を進める段階では、Metamoji の使用方法も含めて、
指導を行った。インターネットより、写真を添付する操作や、分かったことをま

とめるために、文字入力を行う操作方法も実践させた。生徒は興味をもって学習
を進める姿が見られた。 

【工夫した点】 
 １人ひとりが違う情報をまとめ、グループ学習で情報を共有しあうようにし

た。最終的には、他者のまとめた内容をふまえ、個人でまとめられるようにした。 
 タブレットを使用した授業を展開するうえで、どのような力をつけさせるの
かを考えた際、「まとめる力」、「伝える力」が必要であると考えた。そのため、
自分で調べた内容を相手に伝えることや、他者の調べた内容を自分の得られた
情報として、「自分なりにまとめる力」をつけていくこと（力を付けさせられる
教材開発と授業研究）が必要であると実感した。 
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